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平成23年３月ll日に発生した東北地方太平洋沖地震は，広範な地域に甚大
な被害をもたらした。本稿では，そのような地域の一つである宮城県内の自
治体が策定した震災復興高|-lmiを手がかりに，被災地域におけるまちづくりの
方向性を確認したのち‘震災復興の観点から，生涯学習を振興する上での課
題について検討する。

l.震災復興計画と生涯学習振興

被災自治体では，束Ｈ本大震災からの復旧・復興を同的とした基本計画(以
下，復興計画）が策定されている。宮城県内では，県が，平成23年４月に「宮
城県震災復興基本方針（素案)｣リ同年lO月に「宮城県震災復興計画｣，さらに
翌年３月には，長期総合計l'lli「宮城の将来ビジョン」（平成19年度～28年度）
と震災復興計画の政策・施策の一体的な推進および進行管理のための中期的
な実施計画として、「泡城の将来ビジョン・震災復興実施計|由i」を策定した“
一方，被災の程度が大きかった市町を中心に，」1:l-いところでは,4月に基本
方針が策定され，同年８月から翌年３月にかけて，県内の35市町村中21市町
で復興計画が策定された（表l)(')。復興の過程で計画が修正される場合があ
るとしても，被災自治体では，計画にそって復興が進められ，生涯学習につ
いても，震災からの復旧・復興の視点から振興が図られていくことになるで



4２特集人l l減少時代の生涯学習振興と改革

あろう。そこで，まずは，復興計画に示された復興の理念や基本目標などを
もとに，復興の方向性を確認し，そのうえで，生涯学習振興がどのような文
脈で取り上げられているか検討してみたいⅧ

(1)復興計画が目指す方向性
振興計画の一例を取り上げて見てみよう。津波で大きな被害を受けた石巻
市の復興計画は，基本理念として「災害に強いまちづくり」，「産業・経済の
再生｣，「絆と協働の共鳴社会づくり」の３点を掲げ，施策の大綱として，「み
んなで築く災害に強いまちづくり」，「市民の不安を解消し，これまでの暮ら
しを取り戻す｣，「自然への畏敬の念を持ち，自然とともに生きる｣，「未来の
ために伝統・文化を守り，人・新たな産業を育てる」の４つの柱を設定して
いる。また，女川町の復興計画は，「とりもどそう笑顔あふれる女川町」を基
本目標に，「震災の教訓を忘れることのないよう『安心･安全な港町づくり《防
災》｣｣，「基幹産業である水産業を中心に,新しい視点や試みを取り入れた『港
町産業の再生と発展《産業》』｣，「安全で暮らしやすい場所での生活再建を最
優先にした『住みよい港町づくり《住環境》』｣，「心身ともに健康なまちづく
り《保健・医療・福祉》｣，「町の発展を支えるための『心豊かな人づくり《人
材育成》』」の５つを基本方針に掲げている。
県と21市町の復興計画に記された，上記の復興計画にあるような「復興の

理念」や「基本目標｣，「基本方針」などの内容を一覧にしたのが表２である。
ここからは，復興計画が目指すまちづくりの方向性について，いくつかの計
画に共通する要素を抽出することができる”主なものとして，「被災者の生活
支援｣，「各種公共施設の復旧｣，「産業・経済の再生・復興｣，「復興人材の育
成｣，「自然との共生によるまちづくり」，「安心・安全のまちづくり」，「人と
人との絆づくり」などをあげることができる”

（２）復興の方向性と生涯学習振興
それでは，復興計画の中で，生涯学習の振興はどのように位置づけられて

いるのだろうか≦前項で取り上げた７つの方向性にそって,整理してみたい。
①被災者の′|晶活支援
復興計画では，復興期間を10年程度に設定し，「復旧期｣，「再生期｣，「発
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展期」などに区分したうえで，推進の具体的目標や方策等を示している場合
が多い。そのうち，「復旧期」における重要施策の一つが，被災者の生活の再
建や心と体のケアなどの生活支援である｡これに対して，生涯学習がかかわ
れることは限られているが，復興計画では，被災者の心と体のケアを目的と
した学習機会の提供(大崎市，仙台市)や学習情報の提供(宮城県)などが取り
上げられている。
＜被災者の心と体の健康支援（例）＞
・被災者支援事業の推進：被災者の心を癒すため，地域の特色を生かした
堆涯学習事業（人|崎市）
・市民センター等を活Ⅱ'し，健康づくりや介護予防など，入居者の心と身
体の健康の確保や閉じこもり予防に努めます。（仙台市）
・被災による生活不安や心の傷を有する親子を支援し，家庭の教育力の向
上を図るため，家庭教育に関する情報提供を行います。（宮城県）

②各種公共施設の復旧
電気・水道・ガス・道路などのライフラインや、損傷を受けたり流失した
りした公共施設の復旧も，「復旧期」の重要施策の一つである。生涯学習関連
施設に関しても，多くの施設が被害を受けており，復興計画では，被災した
社会教育・社会体育施設，文化施設などの復IR事業が取り上げられている。
宮城県内では，576か所の県立および市町村立(広域行政圏設置を含む)の
社会教育施設等のうち，約72％にあたる415館が被災した。被害総額は
30,726,137千円であり，被災施設の半数強にあたる217館が，国庫補助の申請
を行っている(2)。このような状況を踏まえ，県は，基本計画に「復旧期にお
いては，震災で被害を受けた社会教育・体育施設の復旧を急ぎ，今後の住民
主体による地域づくりに向けた生涯学習活動を支援する」こと，さらに実施
計画には，県立社会教育施設等の復旧とともに．「使用が困難になった市町村
の公民館等の社会教育施設の再建，復旧」を支援することを明記した。
一方，市町の復興計l由iでも，「住民主体による地域づくりに向けた生涯学

習活動」（宮城県)，「防災拠点としての機能強化」（気仙沼市)，「地域文化の
継承の場の提供と活動支援」（大崎市)，「安定したili民生活の|!!l復」（多賀城
市)，「市民の生涯学習・生涯教育の充実と交流人、の拡大」（角田市）などの
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観点から，被災した社会教育施設等の早期復旧が盛り込まれている。
＜生涯学習施設の復旧（例）＞
・震災で被弊を受けた社会教育・体育施設の復旧を急ぎ，今後の住民主体
による地域づくりに向けた生涯学習活動などを支援します。（宮城県）
・社会教育施設の復|日を図り，防災拠点としての機能強化にも努めます。
（気仙沼市）
。（公民館については)早期の復旧・再建を図ることにより，郷土芸能の継
承・保存活動，生業と一体化した地域文化の継承の場を提供し，活動の
支援を行います。（気仙沼市）
・公民館などの公共施設や，多くの利用に供される生活関連施設などの復
旧に最優先に取り組み，安定した市民生活を早期に取り戻す．（多賀城
市）
．（市民センターや総合体育館などについては,）市民の生涯学習・生涯教
育の充実と，スポーツによる交流人口を拡大するためにも整備が急がれ
ます。（角田市）

③産業や経済の再生・復興
自治体の復興計画の大きな柱である産業や経済の再生・復興に，生涯学習

がかかわれるところは限られており，復興計|曲iの中に具体例を見出すことが
むずかしい。そのような中で，「なりわいと賑わいのまちづくり」を復興の基
本｢l標に掲げる南三陸町は，防災教育のプログラムなどを観光資源として活
川する，観光と教育を融合させた「教育観光」事業を推進して，町の主典産
業である観光産業の再生と経済の復興，さらには地域の活性化をIXIる考えを
示している。
＜産業・経済の再生・復興（例）＞
・観光業の振興：農業・林業・水産業などの一次産業と密接に連携した体
験型観光コンテンツの整備や津波の教訓||，防災を学ぶ教育観光，新しい
環境技術の実物展示等を組み合わせた，グリーンツーリズム，ブルー
ツーリズムの展開を推進します。また，復興していく姿を観光資源とし
て、全国に情報発信します。(1,脚三陸町）
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④復興にかかわる人材の育成
震災からの復興過程では，産業の再生をはじめ多様な分野の人材が必要で
あり，復興計画でも、人材育成は計画の柱の一つとなっている”たとえば
大崎市の復興計l由iでは，市の復興へ向けた人材として，「災害に強いまちづく
りを目指す防災組織のリーダー，新産業の創造を担う人材，伝統・文化を継
承する人材，未来を創生する子どもたちなど」が明記された。生涯学習との
かかわりでみても，「地域づくり活動のリーダー」（山元町）や，「防災教育や
地域づくり活動等のリーダー」（宮城県)，「地域において生涯学習活動を推進
する人材」（同)，「歴史ある港町文化にも配慮した発展的なまちづくりを担う
人材」（女川町)，「地域課題の解決や復興まちづくりの担い手」（仙台市）な
ど，復興計画に示された人材の中身は多様である。
＜復興人材の育成（例）＞
・災害に強いまちづくりを目指す防災組織のリーダー，新産業の創造を担
う人材，伝統・文化を継承する人材，未来を創生する子どもたちなど、
本市の復興へ向けた人材の育成を図ります。（大|崎市）
・生涯学習の原動力となる地域づくり活動のリーダー育成に努めます｡
(l11元町）
・震災からの復興に向け↑地域において生涯学習活動を推進する人材の育
成や，学校，社会教育施設、NPO等との連携・協ﾉJにより講座を実施
し，多様な学習機会を提供します。（宮城県）
・学校教育や町民全体の生涯学習を通じて自らが主体的に町のことを考
え，積極的に町の発展に向けた活動を行える力を養うとともに，文化的
活動の機会を充実させることで，歴史ある港町文化にも配慮した発腱的
なまちづくりを１１１う人材の行成をめざします"(女川町）
・地域課題の解決や復興まちづくりの担い手の育成に|filけた取り組みの強
化学びの成果が唯かされる仕組みづくりを進めます。（仙台市）

⑤地域コミュニティの再生、強化
多くの復興計画にみられるソフト事業の一つは，地域コミュニティの再生，

強化であり，生涯学習の振興についても，この文脈で取り|げられる場合が
多い“
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被災地域においては，津波によって集団移転を余儀なくされ、新たな地域
づくりを迫られているところがある。そのような地域を抱えているﾋ1治体の
復興計|由iには，「新たなコミュニティ形成のため生涯学習事業の推進」（女川
町）や，「復興に向けた協働のまちづくりの推進（公民館を核としたコミュニ
ティの再生，復興まちづくりを担う地域住民組織の支援)」（名取市）などの
ように，社会教育施設や生涯学習事業を中心に，地域コミュニティの再構築
を図ろうとするものが少なくない。また，県は，そのような取組を支援する
ための研修会の実施を掲げている。
＜コミュニティの再構築・強化（例）＞
・新たなコミュニティ形成のため生涯学習事業を推進します。（女川町）
・復興に向けた協働のまちづくりの推進（公民館を核としたコミュニティ
の再ﾉk,復興まちづくりを担う地域住民組織の支援)(名取市）
・被災したコミュニティの再形成を図るため、社会教育活動を通じ地域文
化の伝欺や|||:代間を越えた人と人とのつながりを強めるなど、家庭・地
域の教育ﾉﾉの再構築を図る･（気仙沼市）
･社会教育施設を核として，防災教育や地域づくり活動等のリーダー養成，
被災時を想定した研修を実施するなど，地域コミュニティづくりに向け
た生涯学習活動を促進します。（宮城県）

⑥「自然への認識」や「災害への対応」などの視点からのまちづくり
復興計画は，自然災害からの復興のためのまちづくり計画であることから，
「自然への認織」や「災害への対応」が計画の視点として取り上げられ，「自
然との共生によるまちづくり」や「災害に強い安心・安全なまちづくり」が，
復興計画の基本理念や基本目標の一部となっている。
ア自然との共生によるまちづくり
自然との共生は，震災以前から，宮城県沿岸部におけるまちづくりの基本

的な考え方の一つであり，気仙沼市や南三陸町などでは，総合計画にも取り
入れられていた。被災地域は，巨大地震という自然災害によって甚大な被害
を受けたことから自然とどのように向き合いまちづくりを進めるべきかに
ついて，あらためて検討を迫られたわけであるが，復興計画には，自然との
共生あるいは洲fllの考えが示されているⅢ
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たとえば，南三陸町は，復興計i由iの基本目標の一つとして「自然と共生す
るまちづくり」を掲げている。また，瑞沼市は，リーディングプロジェクト
の一つとして「自然共生・国際医療産業都市の整備」を掲げ，「｢I常的に自然
に触れ・学び，自然と共生することに努め，かつ，災害1I寺の被脊をいかに最
小限に留めるかということが重要である」との考えを示した。この他にも，
気仙沼市は「自然に対する畏怖，畏敬の念…『自然と調和する都市構造と市
民生活』｣，七ヶ浜町は，「安全と心に配慮した「自然の調和より人間らしく生
き快適で住みやすいまち」を，復興の理念の一つに据えている。
自然との共生によるまちづくりを具現化するためには，土地利用などハー
ド面の施策とともに，「共生」の考えを普及・啓発したり，それを実践するた
めの知識・技術を身に付けたりする生涯学習の機会が必要になる。宮城県の
復興計両では，自然体験プログラムを通して、環境保全の蝿解を図ることが
とりあげられている”
＜｢I然との共生によるまちづくり（例）＞
・私たちはlll々に守られた海から多大な恩恵を授かってこの地に住み続け
てきました。しかし，その自然は時に猛威をふるって私たちを苦しめま
す。私たちは．自然への畏怖畏敬の念を忘れることなく風土・文化を後
世に継承し，この豊穣の海と山からの恵みに感謝しながら，自然と共生
するまちづくりを進めます。（南三陸町）
・今II'lの津波被害で明らかなように．自然現象は人知を超え，人が抑え込
むことができないほどの威力を見せる。そこで，日常的に自然に触れ・
学び，自然と共生することに努め，かつ，災害時の被害をいかに最小限
に留めるかということが重要であると考える。（岩沼市）
・自然に対する畏怖，畏敬の念…『自然と調和する都市構造と市民生活』
（気仙沼市）
・震災により失われた本町の豊かな自然を取り戻し，自然の驚異を理解し
つつも自然との調和のとれたまちづくりを推進します。（七ヶ浜町）

イ災'『¥に強い安心・安全なまちづくり
災害に強い安心・安全なまちづくりのハードliliでは．津波等の被'肖から守

るための防潮堤の強化や土地利用計|由iなどとともに，防災拠点や避雌所の整
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備が取り上げられている。ノk涯学習施設に対しても，防災・減災機能の強化
が盛り込まれている。
たとえば，気仙沼市のように，社会教育施設の防災(拠点)機能の強化を掲
げる復興計画もあるが，施設間の連携や一体的な整備による強化を明記して
いる計l由iもある。宮城雌は，「学校施設と社会教育施設間の連携・協ﾉJ体制の
再構築を促し，災害に強い地域のコミュニティセンターとして機能強化を図
ること」を明記した。また，名取市は，学校施設や子育て支援施設＃消防署，
公園と公民館などを，防災拠点として一体的に整備し，社会教育施設を含む
公共施設の連携によって機能の強化を図る考えを示している。
一方，ソフト面では,防災･減災教育の充実と絆づくりの取組みを通して，
自助・共助の意識を育み，安心・安全なまちづくりをすすめようという計画
が多い｡防災･減災教育に|坐ｌしては,公民館等での防災教室の開催(多賀城市，
大|崎市)や，被災の記録の収集，保存（宮城県)，「防災ガイドブック」の作成
(岩沼市)，さらには「災群文化」の醸成(女川町)を掲げるところがある｡
また，東|両1本大震災では，ｐごろからの人と人との絆にもとづく共助の粘

神や，地域への愛着心，地域理解などが，震災時に「コミュニティの力」と
して発挿され,避難活動や避難所運営などが比較的円滑に行われたことから，
復興計画でも，災害に強い安心・安全なまちづくりのために，地域での日常
的な人と人のつながりを強化したり，地域への愛着心を育み地域理解を促進
したりするような取組が取り上げられている。
＜防災拠点としての社会教育施設(例)＞
・社会教育施設の復旧を図り，防災拠点としての機能強化にも努めます。
（気仙沼市）
・学校施設・公民館，子育て支援施設・消防署・公園等について、防災拠
点としての一体的整備や一定のエリアでのまとまった再建も視野に入
れた配慨を検討。（名取市）
＜防災・減災教育と絆づくり（例）＞
・防災意識を商めるため、各地区公民館において，社会教育として防災、
減災等に対する111iえ蝉を学ぶ教室を開催する。（多賀城市）
・生漉学習の場において，防災教室を実施する(大崎市）
・今''1|の震災を後世に伝える環境を整備するため，震災に関する図苦・雑



被災地域における生涯学習振興４９

誌・映像などを収集します｡（宮城県）
･被害の状況を記録し後世へ伝えていくために「防災ガイドブック」を作
成し社会教育の場などあらゆる機会を通じて，市民一人ひとりが災害に
的確に対応できるよう，防災知識の普及・啓発に努める。（珊淵｢卜i)
･ノ|批学習などの機会を通して女川における「災害文化」の峨成に努めま
す。（女川町）
･今回の震災やこれまでの災害の歴史を踏まえ，命の大切さ，家族や多く
の人々との絆，自助・共助の大切さなどを柱とした新たな防災教育を確
立し，展開します。（仙台市）
･社会教育活動を通じ地域文化の伝承や社会教育活動を通じ地域文化の伝
承や世代間を越えた人と人とのつながりを強める（気仙沼市）

２．被災地域における生涯学習の振興について取り組むべき
課題

生涯学習の振興は，復興計画の主要な施策として位置づけられていないも
のの，関連する方策が計画に盛り込まれ、また，目指すまちづくりの方向性
と関係づけられていた。今後も，復興の視点から，計画に盛り込まれた諸方
策が実行されていくものと思われるが，被災地域が復旧から再生への移行期
にある今日において，検討しておくべき課題もある。

(1)人口減少・超高齢化への対応
第一は，被災地域が人口減少・超高齢地域であり，このことを考慮して復
興がI叉'られなければならないことである"*ll本大震災の被災地，特に津波
被害が大きかった東北沿岸部は、震災前から長期的に人口減少の傾向がみら
れた地域であり，また，超高齢地域でもある。前掲の表ｌの通り，復興計画
を策定している宮城県内の21市町のうちl5市町が，平成10年～20年の間で人
IIを減らしており，減少率も,5市町で10%を超えている(3)。さらに，東Ｈ
本大震災での犠牲者・行方不明者，当該市町村外への移動のために，人｢1減
少が進み，震災を挟む平成22年10月と24年lO月の比較では，仙台市と利府町
を除く１９市町で人口減となっている《また，商齢化率についても，平成25年３
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月現在21市町の半数以上が商齢化率25%以上であり，そのうちの５市町で
は30%を超えている。
復興計画の中には，このような人、減少・超高齢化の現状を考慮して立案
されているものがある。たとえば，人口減少率が大きい南三陸町では，震災
からlO年後(平成33年)の人口を約4,300人減と見込み,これからの新しいまち
づくりにあたっては，「過大な宅地造成は行わず,なるべくコンパクト（集約）
にすること，高齢者等に配慮して道路や公共施設はユニバーサルデザインと
すること」など，土地利用や施設の設計などで、人口減少や高齢化の進展に
対応する必要があることを明記している，
人|｣減少・超高齢地域の被災地域では，このようなハード面でのまちづく
りや,福祉面での高齢者対策が必要であるが,その一方で,健康な高齢者は，
復興計画に示された産業の再生や災害に強い安心・安全なまちづくりの当事
者として，一定の役割を担わざるを得ず、それに対応する能力の向上に向け
た学習プログラムの開発が必要である。
また、人口減少・高齢化が進んでいる自治体では，町の活性化が課題であ
るが，復興計画のなかには，気仙沼市や南三陸町，山元町などのように、自
治体外からの訪問者を対象に，交流人口を増やすことによって活性化を図ろ
うと考えているところがある。被災地域は，復旧期に，自治体間の交流や復
興支援ボランティアとの交流を通して元気づけられた。震災からの再生期に
あっても，自治体外からの訪問者，とりわけ若い人たちを受け入れ交流を盛
んにすることが，経済的な効果だけでなく住民に精神的健康をもたらす-そ
のために，訪問者が，町を見学するだけでなく，町民との交流が生まれるよ
うな[夫が必要になるが，その際に有効なのが「学び」の要素を取り入れる
ことである。そうすることにより，大人だけでなく，子どもや大学生などを
交流人||として取り込みやすくなる。
例えば，南三陸町は，すでに述べたように，観光と教育を融合した「教育
観光」事業に取り組むことを，復興計画に盛り込んでいる。被災地のツアー・
プログラムの１つとして,ツアーガイドサークルのメンバーが語り部となり，
南三陸町を訪れる人々に対し，震災時の自身の体験談や震災から得た教訓な
どを伝える「語り部による学びのプログラム」を展開している(4)。また，同
IHl.に設侭された南三陸研修センター「いりやど」は，現地視察・支援活動，
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里山・里海のくらし体験，ワークショップに加え，震災後にも様々な領域で
活躍している人を訪問する「元気人への訪問」などの交流プログラムを提供
している(5)。
このような，学びを通した交流人口拡大のためのプログラム開発とその展

|)卜|も,被災地域を活性化するという観点からの生涯学習振興|君の課題である(，

（２）子どもの参画
高齢者とともに，子どもが復興のまちづくり計画や活動に参画できるよう
に支援することも重要である。東日本大震災では，避難所等で活躍する子ど
もたちの姿が目に付いたが，子どもは「地域社会の一員」として，大人とは
異なる能力や感性を発揮して地域づくりやまちづくり等に，主体的に参加・
参画することができ，しかもその意欲を持っている。南三陸町が，平成23年
12月に行った調査では,「町の復興(立ち直り）を考えること｣への参加希望が，
小学生で37％，中学生で45％，高校生で35％にのぼった(6)。復興計阿は，こ
のような子どもを、未来を担う人材や将来の地域づくりの主役などと捉え，
将来必要となる資質や能力が身に付くように，学校の教育環境の整備・充実
を掲げている。確かにそれは必要なことであるが，子どもたちの震災時の体
験を風化させずに，参画意欲をもった子どもが実際に行動できる環境を用意
することも重要である。
このことについても，南三陸町の取組みが参考になる，南三|罐町では，ジュ

ニア．リーダーのサークル「|判三陸町ボランティアサークル(MVC)ぶらん
こ」が，復興のまちづくりの提案書を作成して町に提出した。きっかけは，
平成23年９月に仙台市で開催された「子ども未来人サミット」への参加であ
る。この事業は、被災地の!|1学生，高校生が，まちの再生やll本の未来につ
いて語るイベントであり，子どもの笑顔元気プロジェクトとこども環境学会，
「子ども参1曲1型社会創造支援事業」に取り組み始めた仙台市教育委員会が共
同で開催したもので，被災地域のll市町から55名の中学生と高校生が参加し
た。
ここでの縦諭に触発されたジュニア．リーダーが，教育委員会とNPO法

人ワールド･ビジョン･ジャパンの文援を受けながらワークショップを重ね，
町の復興計1曲iに対する提案書「子どもに笑顔を，地域に夢を～私たちが思い



5２特集人口減少時代の生涯学習振興と改雌

描く将来の南三陸町～」を完成させた㈹そして，平成24年６月には，それを
町長に提出している。この取組みは，震災を受けて自分たちジュニア・リー
ダーにできることを考え，町の復興に参画すべきだとの結論に達したことか
ら起こしたアクションであり，提案書には、町内の子どもたちの意見を復興
案の一部として活用してほしいという願いが記されている。提案の中身は，
「つながりが増えるカフェつき公民館つながりが増える遊び場所」と「災
祥に強い安全な町」の２点であるが、町への提案に加え，今後自分たちが実
行することとして，「地区の子ども会復活に向けた行事の手伝い｣，「ぶらんこ
通信の復活｣，「交流事業の活発化」が、提案書に明記されている(7)。
このような活動は，了-どもたちがまちづくりへの意欲を高め，まちの課題

に気付き，課題解決の能力や創造性を身に付ける機会でもある。前掲の南三
陸町の調査によれば，参|由i意欲の強い子どもほど，将来町に残りたいと考え
ている。また，このような子どもたちの活動を身近に見つめたり，一緒に活
動したりすることによって，地域の大人や高齢者も元気になり，町全体が活
性化される。そして何よりも，まちづくりに対して発言することは，「地域社
会の一員」としての子どもの権利である。南三陸町の取組みは，きっかけと
活動への適切な支援があれば，子どもたちが主体的にまちづくりに参加・参
|由iできることを示している。被災地において，子どものまちづくりへの参画
を支援することは，子どもの参画する権利の保障，町の活性化子どもの能
ﾉﾉ|ﾙ|発やまちへの愛着心の形成などの視点からも，生涯学習振興にとって政
典な課魍のひとつといえるであろう．

（３）防災・減災を切り11にした地域コミュニティづくり，人と人との絆づ
くり

災害に強い安心・安全なまちづくりは，復興計画がめざす基本的な方向性
の--つであり，ソフト面では，学校教育とともに社会教育でも，防災・減災
教育の充実・強化に努めることが取り上げられている。
宮城県では，公民館が，震災後の早い段階で防災・減災教育の取組みをは
じめた”南城県公民館述絡協,瀧会が，平成24年７月に実施した「束'1本大震
災に係る'肘城県内公民館調査」によれば，２３年度中に、lyj災・減災に関する
事業を実施した館は，県内の全公民館の23.3％，２４年度は．調査時点で，実
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施・検討中が42.3％（実施または予定26.'l%、検討中l5.9%)をlliめた。事
業の具体的な内容は，「震災の振り返り会議」の開催による震災時の対応の検
証,防災マニュアルの検討,中学校での出前防災講座の実施など多様であり，
公民館の関わり方も，防災・減災の講座等を単独で実施するだけでなく，防
災講座や防災訂||練等をコーディネートしたり，他の施設・機関等と連携して
実施するなど，いくつかのタイプがみられた(8)。
ｌ記の事業の中には，仙台市が，震災を契機に「人と人との絆」を大切に

する機運や、中学生高校生のボランティア等への意欲が高まったことを背景
に，地域の震災復興や絆づくりの担い手育成等を目的に新設した「地域の絆
づくり推進事業」として実施されたものが含まれている。具体的には，震災
後の地域の実態を考慮して作成された地区館の企画提案を，市中央市民セン
ターに設けられた審査会が採否を決定するもので，平成24年度は９館２５年
度は，継続申請の９節に新規の２館を加えたll館の事業が採択された”
この事業は，地域の防災・減災だけでなく，地域が育んできた歴史や文化

の継承や，新たな文化の創造にかかわる活動を通して、防災・減災の薙本で
ある共助の関係，すなわち地域の団体や機関，個人が絆を深め，顔の見える
関係を築こうというものである地域課題の解決をめざす学習活動を通して，
顔の見える関係を構築するという手法は，これまで社会教育が地域づくり事
業の中で取り糸llんできたが，十分な成果を上げてきたとは言い雌い。ところ
が，震災をきっかけに，絆づくりや共助という言業が浸透し，これらの重要
性が多くの人たちに認識されることになったことから，防災・減災をり｣り口
にすることで、地域の住民や団体を事業に巻き込みやすい環境が整いつつあ
る。
防災・減災教育は，災害に強い安心・安全なまちづくりのために重要な取

組の一つであるが、それは，防災・減災を切り口にした地域づくりの取組み
でもある。被災地域における生涯学習の振興においても，このような観点か
ら取組みを支援し，地域ごとに従来社会教育が取り組んできた地域づくりの
手法を確立させることが重要であろう。このような視点から防災・減災教育
に取り組むことも，生涯学習振興上の課題の１つであり，そのような手法を
確立した地域こそが，「災'存に強い防災・減災のまち」になるように思われ
る(9)。
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注
(l)本稿で用いた復興計画は，南城県「各市町震災復興基本方針・計|閲1等の策定」
(http://www.pref.miyagi.jp/site/hukkousiell/keikaku.html)に掲載されている21市町の復
興計画，および宮城県震災復興砿本方針素案
(111(p://Www.prefmiyagijp/uploaded/attachment/33526.pdf),
同震災復興計画(http:"www.prefmiyagijp/upioaded/36636.pdf)である。

(2)宮城県教育庁生涯学習課作成iこよる｢東日本大震災社会教育(文化)施設災害復旧
進捗状況一覧表」を参照した。

(3)宮城県「統計データ/宮城県推計人口（月報）」
(hUp://www.prefmiyagi.jp/soshiki/toukei/suikei-lop.html,平成25年7jll5H閲覧）

(4)南三陸ⅢI観光協会(http://www.111-kallkou.jp/tour/,平成25年8)1311閲覧）
(5)南三|塵まなびの里いりやど(http://ms-iriyadojp/,平成25年８月３日閲覧）
(6)『南三陸町とワールド・ビジョン・ジャパンによる子ども参面の事例～南三陸町
まちづくりプロジェクト～』,NPO法人ワールド・ビジョン・ジャパン，平成24年
l2月，付属資料CD-ROM

(7)前掲(6)
(8)この調査は，平成24年７月に，宮城県公民館連絡協議会が県内の全公民館を対象
に実施したもので,９割以上の公氏館から回答が得られた｡集計･分析と報告書(『東
Ｈ本大震災に係る宮城県内公民館調査報告書』，平成25年３月）の作成は筆者が行っ
た。

(9)水谷修「社会教育における防災教育・減災教育を推進する方lfﾘ性・視点」『社会
教育における防災教育・減災教育に関する調査報告書』，国立教育政策研究所社会
教育実践研究センター，平成25年３月，２４頁
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各市町震災復興基本方針・計画等の策定状況表１
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６松島町 松島町日災復貝基本方針
松島町屡災也貝叶画
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９多面麓市 多買域市直災復貝基本方針
多買域市冨災国貝叶画
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1１ 仙台市 仙台市冨災復鳳基本方針
仙台市冨災復貝叶團
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1２ 名取市 名取市息災復興針画 <h仙p／ WWW,Clty 旧tw'mWag,Jp/hjkkoukeikaku/node_13268/no"14152> 平成23年１ 月

1３ 岩沼市

岩沼市嵐災復興基本方針
岩沼市撞災恒貝叶画ｸﾗﾝﾄﾃｻｲﾝ
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1４ 亘理町 亘理町圃災恒同基本方針
亘理町R災恒風計画

<httpy/wwwprefm'yapp/upba"d/attachnrnt/明343凶f＞
<httpJ/wwwtownwatar,mWa@Jp/in"xchn/10,18654.134280htmD

平成23年9月
平成23年12月１

日
魯
日

1５ 山元町 山元町日災復貝基本方針
山元町目災復関叶画

<httpy/wwwtDwnwatanmWajjp/in"xchn/10|18654,134280html>
<http//wwwtownyamamotoJmyagijp/Mk"/Mko《炉keikakuhtmI＞

平成23年8月
平成23年12月26日

(内陸部祁 ）
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栗原市
大崎市

栗原市R災也同ﾋｼｮﾝ
大筒市屡災也貝基本方針
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大崎市Ｒ災復興叶画
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一平成23年10月
1８ 登米市 登米市g災恒関叶画 <http//wwwprefmWaPP/moa"d/attachment/88243pdf> 平成23年12月14日
1９ 涌谷町 復興まちづくりﾏｽﾀー ﾌﾗﾝ <http//wwwPrefm'ya"/n０a"d/attachment/88243“f〉 平成24年3月
2０ 白石市 白石市東日本大画災也輿計画 O1ttp//wwwmefmya"/moa"dattad甘睡nt/88241“f〉 平鹿3年９月加日

2１ 角田市 角田市R災国I８.復奥基本方針
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平磁3年５月3旧
平磁3年８月25日

(官職県）
2Ｉ 宮城県 宮城県菌災復興基本方針(素案)(*2）

宮城県冨災復興叶画(*3）
<httpJ/wwwprefmlya@Jp/uploaded/attachment/33526pdf>
<http//wwwprefmiyaglJp/uploaded/attachment/36636pdf>

平成23年4月
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5６特集人口減少時代の生涯学習振興と改革

表２宮城県内における各自治体の

＊即､念・’1橡・方針等Ir.ついては，注lに示した各''1枯体の絢興&'一脚をも皇に作成した復興!汁1曲jは
成が出たるため，岻本的な考えたや枠組みな‘ﾄを罪l_ていろと恩ｵ)れえ,項目を抽出したそのため
上Iの名称が異なっている‘人口増減率，高齢化斜二ついてば，注3に示した資料をもとに作成した

、船体によって橋
1.1枯体によっ-で項

1衝仙調 2南三晩 3石巻 4女川 5東松島市
巳本理念
史上丑大の猫牲者･･･『二度と
■り返さないこの悲劇』
P自然に対する蔓悔､艮敬の念･･『自然と陽和する穆市構造と
市艮牛蚤』
〕人々の経済的困虞･”・市民の
匿済的安定と産案の再生」
I産棄基盤の堪蒙的打整｢生産
陵向上､構造改革の契撮」
5人句の優しさ.頑張り…r家族
受.他者への愛､昼土愛､愛の
溢れるまちづくり」

垂 卒 埋 罫
『自撚･ひと･ふりわいが紡ぐ安ら
ぎと暇ゎL,のあるまち』へのHIl
遺的復興

展本理念ｌ災富に強いまちづくり
２度藁･経済の再生
〕鱒と協働の共唱社会づくり

轟本理念
町民の皆さんいちを守る｢減災｣
という舞え方を基本として、■か
な港､】女川の再生をめざし旗
す。「とりもどそう笑肌あふれる
女川町」

まちの将果■
あの日を忘れずともに未来へ
｢鼠松向一心ｊ
ｌ災官に強く安全なまち
2安心して笑鯛で己らせるまち
3度藁を育て働く咽をつくるまち

囚再の目裡1念波死ゼ[.のまちづくり
2早期の産■口孟と匡用の碕保
]重住復活と生活覆具
4衿統発展可能な虐藁の再構
憂
5スローでスマートなまちとくらし
5地唾に笑鍾溢れるまちづくり

■具目■
１安心して巳ざ)し段けられるまち
づくり
2自纏と共生するまちづくり
３なりわいと■わいのまちづくり

■■大■
１みんなで隻<武官に強L,まち
づくり
?市民の不安を解洞し､これま
での己らしを取り戻す
３自黙への畏敬の念を待ち．自
館ととも|こ生きる４宋来のためlこ晨妓･文化を守
り、人,転たな寿婁を育てる

川町』
そう実蹄あふれる女

■本方針1防災･巫災による災有に弦い
まちづくり
2支え合って安心して■らせるま
ちづくり
]生衷の再生と多櫨な仕事を菌
るまちづくり
4梼峻可睦な地域経済･産豆を
劇もまちづくり

復興の推竃方策
１町と地域が力を合わせ協働で
取り組むまちづくり
２町の主体性を繋掃し剛･県と
連携して進めるまちづくり

基本方針
1厘災の敏mIlを忘れることのな
いよう｢安心･安全な港町づくり
【防災》」
２基幹産集てある水屋東を中心
二､新しい視魚や抓みを取り入
れた「港町潅纂の再生と発願
【産裏》』
3安全で暮らしやv'い咽瞬での
生活再建を最優先にしr二「住み
よい港町づくり《住田頃》」
4こどもから磨齢省まで魔もが
安心して暮らせるためのＩ心身
ともに健康なまちづくり《保健･医
療･橿祉》」
5町の発展を支えるための【心
■かな人づくり《人材盲成》】

人口増滅率〈Ｈ１←ﾄｲ和） -１００ １１５ 一Ｅ１ １６３ -０２

人口咽疋阜くＨ２２-ｻ'２４》 - 〒 T -１４７ -２１９ -６７

竃鹸化魂Ｈ２５３） 3Ｈ９ 2９１ 278 。4コ 238

!Z名取 13岩溜 I4亘理 15山元 16栗原
腕画の位置つけ
復ロ計画lま､名取市軍五次長期
隊合計画(平成23年度̅平成3
2年度)の基本構埋と基本計圃
を踏まえ、復旧･復具に閲する窟
災対策の特別計画

硬興ピン］ンン
愛と軸望の復例

轟本沌急
安全･安心･元気のあるまち三
理～亘理らしさを守り｡生かした
町艮が主役の復興まちづくり̅

基本麺蒄
１災害に麹<､安全･安心に写ら
せるまちづくり
2だれもが住みたくなるよう毬ま
ちづくり
3つながりを大切Lするまちづく
り

将栗偉
『窟災からの値興を唾し遂げ､
発展ていくまち」

頂興'三向けた課題
１災害への対応力を恵め､健や
かで安心感ある暮らしを回復さ
せる
ｚコミュニティの鉾を強化し､市
民力を結艮したまちづくりを展関
する
］産宴基盤･地域責亜のスピー
ド串ある由旧と事亜屡鱈で活力
と■用を飼出する
４子守･レンジ繭神に宙んだ理撹
で.地域の新しい魅力や元気を
;欠代に垂承･発展させる
３次代の社会的要頂に応え.多
登代が安心して写らす新fこな生
苫両台をつくる

基本理念
1チーム岩沼､オルらハ･パン
2歴史を大切にした安全･心な
市域づくり
3岩沼の個性、$0を冠かした盛
業再檎築４時代を先取りした先沮的な個
興モテル

忍木的な考え方
｜ｒ復旧から復側へ』
?『町民が主役Ｉ
３「且咽らしさ」

復興の符策1＊
キラリやまもと’みん恥の希鯉と
笑顛が輝くまち

《n脚の理念
巣原市鰍合針画に掲げる｢市民
が期るくらしたい栗原｣を目指
す↑二め『みんなで明日へ」

立波への■えの方針
1住む人'二安心感があるまちづ
くり
?名取市全体で考えるまちづくり
]土地の記憶を鍵承するまちづ
くり
４地域･集落の持続性を大切に
するまちづくり
次代の暮らしを貝蝿えた．船た

なまちづくり

復興のため ' ﾉ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾌ ﾛ ｼ ﾐ
ｸ ﾄ
1すみやかな仮蝕住宅の■鮫と
■らしの安定
２津適からの安全なまちづくり
］農地の回復と■■の阿生
４自然共生･国隊医撫庫忌纏市
の整働
５自然エネルギーをj苫用した先
蝋モデ毎市6津波よけ「千年希盟の丘」の
創造の劃遣
７文化的丘甑の保全と測生

晶本方針
１ｒ安、jと｢安全｣を確保するま
ちづくり
2｢Ｂ抄しやすさjとr亘理らしさ｣
があ]､れるまちづくり基本方針
Ｊｒなりわい｣と｢にぎわいjのま
ちづくり

グランドテザイン
1安全性と祠慢性を顕ね働え上
屋休電境を駐■します
2安全性･生産性の向上のf:め
の麟釣化を区ります
3交流拠鼻施設を梵ね■えた防
災緑地ゾーンの整側を図ります
４自然を生かLた甚側を行いま
す

基本方剛
1社会生活基■の早期復旧を国
ﾘ､市民生活の再建を支援しま
す
2慮案邸匹の復旧を進め､睡災
を(不にしﾉﾆ紙たな産藁の創出
などによる地域経済の活性化を
図ります
‘l市艮協働による災害に強いま
ちづくりを推進します
4掘ぁ第一原子力発電所からの
放射性物■鉱敬への傭えを進
め､安全･安心は己らしを守りま
す

人口増減率(Ｈ‘ｏ-Ｈ抑） ア８ ９４ １２ 母 ５ -１０９

人口泡減車《Ｉは2-112且） ●６ 1２ -４８ １７５ 2７
葛齢化車(ｌｌ２５３》 1９５ ２１０ 量４９ ３２８ 3２７



被災地域における生涯学習振興５７

復興基本計画の理念・目標・方針等
6松あ 〒刺府 B壇匝 ，多賀域 '０七ｙ浜 11仙台

轟不1■窓
Ｉ紳と協働を基鋼とした｢俊典」
2伍脚による筋しい松瓜の『■
過」
J遭楓による広域的な｢貢献」

砺酎･テーマ
未来へつなぐ･｢絆｣-再生から発
層へ一

基本理念
長い間住みなれた土地で.安心
Lた生活をいつまでも送れるよう
に
1生活基盤の再生、多帆綱#い
手の運横による地峨社会の旧囲
?安全で安心して弓'̅,せも災有
'二強いまちづくりの惟迅
]基幹度更．商工東．m光りの
再生･佃再.地域慨済の抽性化

＆不埋忍
|復１日そして復興へ
?安全‘安心･笑傲をキーワード
に恒児を
1「市腿が主役｣と｢支えあい．学
びあい･宵らあい』を基本'こ復興
を'Ｆれまでの多賀城を支えて吉
た座婁の涌力‘元気再生
，先人か『受|ﾅ麺いだ悠久の鰹
史｢史都多賀城｣を後世へ

至卒埋乞
安全と安心|こ配慮した｢自然の
愛和より人間らしく生き快追で
住みやす.､まちづくり」

厘興轟享方針
Ｏ復18から復興へひ未来を見椀
えた新た鞍活助の段階
Ｏ復貝のまちづくり"新しい次
元の防災･瑚墳都市へ
ｏｒ絆lとf協働jを晶胴に
O『安心jと『再生jをめざす■
側車■の椛進

■閃の目■
1安全･安心の復18･復具士■症
的なまちづくり(■市甚■の檀
貝）
2町民の命と生活を守る防災ま
ちづくり(生活の■再）
]宮域､良尤を牽引する吸光と
地域寒禽によるまちづくり《観
光･度宣の■、）

政頭目栂
1生活基
再福豪
2度粟
屈
麦３
墨

賞の再逮と都市横遺の
･経涛活画の再概要と発

全･安心なまちづくりの再禰

基本的な肴え方
１也興針画期闇
２復旧にとどまらず遺興へ
３生活再建を＆優先とする笹貝

■貝に向けた亘貞狸皿
1「性まL,．日斌生活』の再生と
｢仕亭･度臭｣の再具
2減災対憤の撞旦
３■災縫駿の伝承と史都のＥ力
贋向上

遼輿方針
１コミュニティに配慮した地域恒
具
2津表'二強いまちづくり
。樫市基重の迅逢な■輿

■具に声1ﾅた4つの方向性
１減災を基本とすも防災の再唄
襲
2エネルギー厨■導への財応
。自助･自立歩他僻.支え合いに
よる個貝
４良辻也円の力となる廃済・毎
市活力の蘭過

基本的な方針
1住まいと８らしの岡瞭
2安全な地域づくり
3度寅･経済の復頁
1放射能問超に対する取り岨み
２満戸地区の復阿

檀■に同I?た将来像
１生活再瞳と度重再興一日常
生活と仕事の再生̅
’災杏に対応した安全安心の砿
保～被曹を最小限にする減災
Ｊ■災好破の伝承とまちの魅力
俄向上̅■災を伝え、独自性を
生かす̅

直輿璽虐塞苦
１自黙と共存するねばり強いハ
ザード
２町の文化を暖承する美しい景
観や街並み
３未来につながる子どもたちの
宣かな薗墳
４地域-】ミュニテ"の再生と展開
５本町の詩性を生かした産寡の
活性化

-１０６ ６５ -８，４ ］８ 一つ長 ３．４
-１６ ざ卜, -２J ÷2.0 -．１→ １４
魂０ 168 ２８７ 20,1 21？ ２０１

１７大田 18登米 19濁谷 加白石 ﾕ1角田 22官虹員
＝ ■ 写
頁の畳かさ迫横と侭曲による大
■の鯛生

率而のまちつくりの韮本旨窪
｢夢大地､みんなが愛する木の
里」

＝ 万 計
1地域の主体性と叙宣工夫の党
魔
２町の責鳶の活用
3特阻の活用により国存の吟を
剛えた覇施蚤を幡曜的に■入

■ 卒 ■ 工｢市民がと似こ支え合.､ながら、
生きる力を同み､､う､るさと白石に
厨リをもてるまち｣～要しL,自塁
を受け■ざ_安全で快適にすご
せる八ち～

垂 不 埋 芭
市民ととむ二墨<安全･安心＄ま
ちづくり

垂本遍念
ｌ災宮に笹<安心して己らぜるま
ちづくり
７県民一人ひとりが復■の主
体･健力を略■した田肉
。『■旧｣にとどまらない掻本的
な『再損畳』
4現代社会の旗屈を解皮する先
進的な地喧づくり
５壊滅的な被害か息の個具モデ
ルの構築

呂本方6＋
1生き生きとした弓らしの再建
?安全ｆ１安心なまちづくり
３晩りあるふるさとの恨具
$遭撹と叉呪による断たぷ大崎
の、生

迅本方醗
1市民生活の再置と毒薬の撮巽
２公典施設の計匿的復旧
3安全,安'りばまちづくり

復旧
４数 両の国戻
5新たな安全･安心なまちづくり
6近瞬市町葛との連擾

基本理念
被災者･住民のいのちと個展を
守るまちづくり

1つの柱
１食と具による色案の活性化
２安心･安全な住週墳･生渦田
墳
3生憂-涜方による■摩づくり
４俣甸.医鞭･福祉．介晒の恩
■･運漫鐘化

基本目裾
1市民生活の再生
７度■･鯉済の再生
3防災のまちづくり

垂本目標
1市民生活の両瞠
2度藁･経済の再生
３災害に強いまちづくりへの対
応

緊急画魚事項
1被災宮の生瑞
２公共土木
早期復旧

施般
支隈
とライフラインの

］植災市■『材の行政撫舵の回
腹
１災害優寅物の処理
にI敏冑咽唄の儲侃
ｈ

７

Ｈ

９

像個･臣眼･婦祉の確侃
屠用･生溺資金の確侃
風林水底繭の初期復側
画工童の由■

１０安全･安ICな地埴社食の再
横襲１１原子力災盲専への対応
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